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背　　景
　活性酸素中最も強い酸化力を持つヒドロキシルラジカルは、代謝等によって常時体内で発生します。その高い酸化
力により、細胞が酸化され、慢性腎不全、パーキンソン病、潰瘍性大腸炎、アトピー性皮膚炎等、色々な疾患を発症
させています。

概要・特徴
　シリコン製剤は腸内で24時間以上持続的に水素を発生させることで、体内で
生成する最も高い酸化力を持つ活性酸素のヒドロキシルラジカルを消滅させま
す。酸化ストレスを低減して、種々の疾患の予防・治療が可能となります。

技術内容
● 腸内擬似環境であるpH8.3、36℃の下で、シリコン製剤1gから800mL以上の
水素を発生するシリコン製剤の製造に成功しました。
● シリコン製剤の摂取によって、酸化ストレスが低減することを見出しました。
● ラットを用いる91日間反復経口投与毒性試験、及び遺伝毒性試験を実施し、全
く問題が発生しなかったです。現在、食品（サプリメント）としてシリコン製剤が
製造・販売されています。
● 阪大医学部の動物実験によって、慢性腎不全、パーキンソン病、
潰瘍性大腸炎、II型糖尿病、アトピー性皮膚炎、うつ病等の酸化
ストレスが大きな原因となり発症する疾患に対して、高い予防/治
療効果があることが見いだされた。

社会への影響・期待される効果
　シリコン製剤は、国内だけで1000万人クラスの患者がいる慢性腎
不全、糖尿病、アトピー性皮膚炎に対して予防/治療が可能になると
期待されます。さらに、パーキンソン病、潰瘍性大腸炎等の難治性疾
患の予防/治療も期待できます。シリコン製剤は摂取しても吸収され
ず、発生した水素だけが吸収されるために、副作用がなく食品にも利
用できます。シリコン製剤により、健康寿命の延伸が期待できます。

▼

シリコン製剤の創製方法とその物性の解明
Development of fabrication method of SI-based agent and its characterization
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腸内類似環境でのシリコン製剤と
水との反応による水素発生

動物実験においてシリコン製剤の
薬用効果が観測された疾患




